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注意喚起シンボル シグナル用語 内 容

高度の危険

取扱いを誤った場合に、きわめて危険な状態が起こる可能

性があり、死亡または重傷を受ける可能性が想定される場

合。

危 険
取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合。

注 意

取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こる可能性があり、

中程度の障害や軽傷を受ける可能性が想定される場合およ

び物的損害のみの発生が想定される場合。

強 制
しなければならないこと。

たとえば、「接地工事」など。

禁 止 してはならないこと。

① 安全上のご注意

●ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●この取扱説明書に示した注意事項は、機器を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損

害を未然に防止するためのものです。

●この空気清浄機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこの取扱説

明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または重傷などの重大な

人身事故を引き起こす場合があります。

●機器の取扱いを誤った場合、いろいろなレベルの危害や損害の発生が想定されます。この取扱説明書

の記述では、そのレベルをつぎの３つのランクに分類し、注意喚起シンボルとシグナル用語で警告表

示しています。これらの注意喚起シンボルとシグナル用語は、機器の警告ラベルにも全く同じ意味で

用いられています。

・注意喚起シンボルは、一般的な場合を示しています。

・上に述べる重傷とは、失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後

遺症が残るものおよび治療に入院や長期の通院を要するものをいいます。また、中程度の

障害や軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要しないけが・やけど・感電などをいい、物

的損害とは、財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大損害をいいます。

さらに、機器を取り扱ううえで、「しなければならないこと」、「してはならないこと」を下記のとお

り表示しています。

・シンボルは、一般的な場合を示しています。
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危 険 重大な人身事故を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

●この空気清浄機は安全性に十分考慮して設計・製作されていますが、ご使用にあたってはこ

の取扱説明書の注意事項を必ず守ってください。これらを守らずに使用しますと死亡または

重傷などの重大な人身事故を引き起こす場合があります。

●入力側の動力源の工事、フィルタ等の廃棄物は、法規および貴社社内基準に従ってください。

●心臓のペースメーカーを使用している人は、医師の許可があるまで操作中の場所に近づかな

いでください。空気清浄機は通電中、周囲に磁場を発生し、ペースメーカーの作動に悪影響

を与えます。

●この空気清浄機の据付け・保守点検・修理は、安全を確保するため、空気清浄機をよく理解

した人が行ってください。（※１）

●この空気清浄機の操作は、安全を確保するため、この取扱説明書をよく理解し、安全な取扱

いができる知識と技能のある人が行ってください。（※１）

●この空気清浄機を空気清浄以外の用途に使用しないでください。

危 険 感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

＊帯電部に触れると、致命的な感電ややけどを負うことがあります。

●帯電部には触れないでください。

●空気清浄機の接地は、電気工事士の資格を有する人が法規（電気設備技術基準）に従って接

地工事をしてください。

●据付けや保守点検は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切って、から行ってく

ださい。

●空気清浄機のケースやカバーを取り外したまま使用しないでください。

●破れたり濡れた手袋を使用しないでください。常に乾いた絶縁性のよい手袋を使用してくだ

さい。

●保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。

●使用していないときはすべての装置の電源を切ってください。

② 安全に関して守っていただきたい事項
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危 険 火災や爆発・破裂を防ぐため、必ずつぎのことをお守りください。

＊消防法による危険物を吸引すると、爆発や火災を起こすことがあります。

＊赤熱したスパッタなど高温の粉じんやガスを吸引すると火災の原因となります。

●アーク溶接やプラズマ切断により発生するヒューム粉じんを吸引しないでください。

●高速切断機、ベルトサンダー、グラインダなどから発生する金属粉じんを吸引しないでください。

●赤熱したスパッタを吸引しないでください。火災の原因となります。

●火のついたたばこや裸火および高温ガスを吸引しないでください。

●消防法による危険物（引火性物質、爆発性物質、発火性物質、可燃性物質）を吸引しないでくだ

さい。（※１）火災の原因となります。

・引火性物質：ガソリン、シンナー、ベンジン、灯油など。

・爆発性物質：ニトログリセリンなど。

・発火性物質：アルミニウム、マグネシウム、亜鉛、チタンなどの爆発性金属粉、赤リン、黄リ

ンなど。

・可燃性物質：石炭粉、合成樹脂粉、硫黄粉、でん粉など。

●本機を消防法による危険物の製造所・取扱所・貯蔵所に設置しないでください。

●万一の火災予防のため、本機の付近に消火器を設置してください。

危 険 回転部は、けがの原因になりますので、必ずつぎのことをお守りください。

＊モータのファンやファンの羽根などの回転部に手、指、髪の毛、衣類などを

近づけると、巻き込まれてけがをすることがあります。

●空気清浄機のカバーやダクトを取りはずしたまま使用しないでください。

●保守点検・修理は、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力電源を切り、回転部が停止してから

行ってください。

●保守点検・修理などでカバーやダクトをはずすときは、空気清浄機をよく理解した人が行い、空

気清浄機の周囲に囲いをするなど、不用意に他の人が近づかないようにしてください。

●回転中のファンやファンの羽根に手、指、髪の毛、衣類などを近づけないでください。

危 険 弊社製品の改造はしないでください。

●改造によって火災、故障、誤動作による怪我や機器破損のおそれがあります。

●お客様による弊社製品の改造は、弊社の保証範囲外ですので責任を負いません。

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）
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ご参考

JIS Z 3950 溶接作業環境における

浮遊粉じん濃度測定方法

JIS Z 8735 振動レベル測定方法

JIS Z 8731 環境騒音の表示・測定方法

JIS Z 8813 浮遊粉じん濃度測定方法通則

JIS T 8161 防音保護具

② 安全に関して守っていただきたい事項（つづき）

※１ 据付け・操作・保守点検・修理に関する関連法規・資格など

� 据付けに関して

＊電気設備技術基準 第１０条 電気設備の接地

第１５条 地絡に対する保護対策

＊電気設備の技術基準の解釈について 第１７条 接地工事の種類及び施設方法

第２９条 機械器具の金属製外箱等の接地

第３６条 地絡遮断装置の施設

＊労働安全衛生規則 第３２５条 強烈な光線を発生する場所

第３３３条 漏電による感電防止

第５９３条 呼吸用保護具等

＊粉じん障害防止規則 第１条 事業者の債務

第２条 定義等

第１０条 除じん装置の設置

第１１条 局所排気装置等の要件

＊接地工事：電気工事士の有資格者

＊消 防 法 第１０条 危険物の貯蔵および取扱の制限等

� 操作に関して

＊労働安全衛生規則 第３６条 特別教育を必要とする業務 第３号

＊労働安全衛生規則に基づいた教育の受講者

＊粉じん障害防止規則 第２２条 特別教育

� 保守点検、修理に関して

＊粉じん障害防止規則 第１７条 局所排気装置等の定期自主検査

第１８条 定期自主検査の記録

第１９条 点検

第２０条 点検の記録

第２１条 補修等

第２４条 清掃の実施

第１１条 局所排気装置等の要件

＊空気清浄機をよく理解した者

※２ 保護具等の関連規格

注）法規や規格は改廃することがありますので、必ず最新版をご参照ください。
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注 意 ●本機は屋内専用機です。屋外では使用しないでください。

●腐食性物質（硫酸・塩酸など）、有機溶剤、化学薬品の捕集には使用し

ないでください。

●水分や塗料を含んだ粘着性のある粉じんを吸引しないでください。

●４０℃以上の高温ガスや粉じんを吸引しないでください。

④ 梱包内容の確認

照合 品 名 数量

1 フード １

2 ＦＸ５０アーム １

3 ビス（オス） ４

4 ビス（メス） ４

5 ホース（φ75mm、3m） １

6 ホースバンド（小） ２

7 ベンチブラケット １

8 ナット（Ｍ１０） ２

9 歯付座金（Ｍ１０） ２

10 カップリング（φ75－φ125） １

11 ホースバンド（大） １

12 ファン １

13 コントローラ １

14 ブラケット ２

15 ボルト（Ｍ５） ４

16 ナット（Ｍ５） ４

17 フィルタ １

18 フィルタカバー １

③ 使用上のご注意

●開梱時、数量を確認してください。

―5―

① ②
③

④

⑦

⑧ ⑨

⑥

⑤

⑩⑪

⑭

⑯⑮

⑬
⑫

⑰ ⑱

⑲ ⑳

※ ⑲ダクトコネクター、⑳サポートリングは

本機では使用しません。



ベンチブラケット

ホース
フィルタ

①フィルタとファンを接続します。

②ファンの吸引口にカップリングをホース

バンドで取付け、カップリングにホース

バンド(小)でホースを取付けます。

③ＦＸ５０アームにベンチブラケットを取

付け、ナット、歯付座金で机などに固定

します。

④ファンの吸引口にカップリングをホース

バンドで取付け、カップリングにホース

バンド(小)でホースを取付けます。

⑤ 組立て方法
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コントロールボックス

ファン

ホースバンド（大）

カップリング

ホースバンド（小）

ＦＸ５０アーム

机

※取付け例

使用状況に応じて取付け方向を

変えてください。

×２



ホース

⑤ＦＸ５０アームにホースバンド（小）

でホースを取付けます。

⑥吸引口のフランジ部をドライバ－等で打

抜いてください（4ヶ所）。ビス（オス）、

ビス（メス）にてフードを固定してくだ

さい。

組 立 て 完 了

⑤ 組立て方法（つづき）
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４ヶ所打抜く

開

ホースバンド（小）

ＦＸ５０アーム

ダンパ

閉

吸引口のフランジ部

フード

ビス（オス）

ビス（メス）



�

差し込みプラグ

危 険 感電を避けるために、必ずつぎのことをお守りください。

●濡れた手で差し込みプラグの抜き差しをしないでください。

●濡れた手でコントロールボックスの風量調整をしないでください。

●差し込みプラグをコンセント（ＡＣ１００Ｖ）から抜くときは、必ずプラグ

部を持って抜いてください。ケーブルを引張って抜かないでください。

●入力電源は必ず接地工事されたコンセント（ＡＣ１００Ｖ）に接続してくだ

さい。

① 差し込みプラグをコンセント（ＡＣ１００Ｖ）に差し込ん

でください。ＬＥＤが点灯します。

② コントロールボックスのつまみで風量を調整することができます。

入力 １００Ｖ ５０Hz ０～1.７�／min

入力 １００Ｖ ６０Hz ０～2.２�／min

注）1.風量調節はフードのダンパーでも行えます。

2.つまみによりＬＥＤの明るさが多少変化しますが、故障ではありません。

③ 停止するときは風量調節を最小にするか、差し込みプラグを抜いてください。

また長時間運転しないときは、必ず差し込みプラグを抜いてください。

⑥ 運 転

―8―

LED

強

風
量
調
整

弱
切

つまみ



フィルタ
アダプタ 取り外す

⑩

交換日記入

危 険 感電を避けるため、必ずつぎのことをお守りください。

●帯電部には触れないでください。

●空気清浄機内部の部品に触れるときは、必ず配電箱の開閉器によりすべての

入力電源を切ってから行ってください。

●保守点検は定期的に実施し、損傷した部分は修理してから使用してください。

●保守点検・修理は安全を確保するために有資格者や空気清浄機をよく理解し

た人が行ってください。

危 険 回転部は、けがの原因になりますので、必ずつぎのことをお守りください。

●保守点検・掃除などを行うときは、必ず配電箱の開閉器によりすべての入力

電源を切って、回転部が停止してから行ってください。

� フィルタの寿命

通常のハンダ付作業（１日６時間）で十分な風量が得られ

ない程、フィルタが目詰まりするのは最低６ヶ月間です。

また、このフィルタは別売のフィルタアダプタを使用して

直列に接続することにより、寿命を２倍にすることもでき

ます。

フィルタ交換日

フィルタ交換時には、目詰まりしたフィルタの開口にフィ

ルタキャップ⑩を取付けて、新しいフィルタと間違えない

ようにし、処分してください。また、フィルタを定期的に

交換していただくため、フィルタ交換日をフィルタに記入

してください。

⑦ メンテナンスと故障修理

7.１ フィルタの交換
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青

黒

茶

２極単相誘導電動機M1

黄緑
ロータ

補助巻線
主
巻
線

青

AC100V 50／60Hz

差し込みプラグ

コントロールボックス

ファン

ターミナルボックス

アース線
黄/緑

白

黒 青 茶

青黒

コンデンサ

⑦ メンテナンスと故障修理（つづき）

7.２ 配 線 図

� 電気回路図

� ターミナルボックス内の配線図
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コントロールボックス

コントロールボックス

コンデンサ



コントロールボックス

プリント板

LED
D1

F
U
S
E

250V
3A

LED

D1

白
黒

緑
黒

緑
白

⑦ メンテナンスと故障修理（つづき）

7.２ 配 線 図（つづき）

� コントロールボックス部品配置図

� コントロールボックス配線図
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●部品の供給年限に関して

本製品の部品の最低供給年限は、製造後７年を目安にしております。

ただし、他社から購入して使用している部品が供給不能となった場合には、

その限りではありません。

照合 部 品 番 号 品 名 数量 備 考

１ Ｆ３１８２Ｆ００ ＦＸ５０アーム １

２ Ｆ３１８２Ｃ００ ベンチクランプ １ φ７５－φ１２５

３ Ｆ３１８２Ｂ００ ファン １

４ Ｆ３０５１Ｄ０１ フィルタ １

５ Ｆ３１８２Ｅ００ フード １

６ Ｆ３０５１Ｊ００ コントロールボックス １

７ Ｆ３０５１Ｈ００ カップリングセット １

８ Ｆ３１８２Ｇ００ ホース（３m） １ ホースバンドφ７５ ２個含む

⑧ パーツリスト

●補修に必要な部品は、機種名、機番、品名、部品番号（部品番号のないものは仕様）をお買求めの

販売店または営業所にお申し付けください。
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①

②

③

④

⑦

⑧

⑥

⑤

⑧



照合 部 品 番 号 品 名 数量 備 考

１ Ｆ３０５１Ｅ０７ フィルタアダプタ １

⑧ パーツリスト（つづき）

●別売品
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①

フィルタ



総 合 名 称 ＰＳ－１００

形 式 ＰＳＭ－４１７２（Ｓ－１）

定 格 入 力 電 圧 単相 ＡＣ１００

入 力 電 圧 許 容 範 囲 ＡＣ１００Ｖ±１０％

定 格 周 波 数 ５０／６０Hz（共用）

定 格 消 費 電 力 １０１／１４０Ｗ

風 量 ０～１００／１３０�／Ｈ

フ ァ ン 形 式 シロッコ形

電 動 機 ２極単相誘導電動機（開放型）

制 御 方 式 サイリスタコントロール

フ ィ ル タ
活性炭入りカートリッジフィルタ

フィルタ面積：2.６㎡
活性炭質量： 2.１㎏

集 塵 効 率 Ｄ．Ｏ．Ｐ．0.3μm＞９9.９７％

騒 音 ６４dB（風量最大時）

総 質 量
１２㎏

（ファン：４㎏、フィルタ：4.４㎏、アーム：３㎏）

外 形 寸 法

（アームは含まない）
３８８×２８８×５４５㎜

⑨ 仕 様

9.１ 仕 様

―14―



⑨ 仕 様（つづき）

9.２ 外形寸法図

� ＦＸ５０アーム

Ａ：３６０°回転可能です。

Ｂ，Ｃ，Ｅ：ノブをゆるめることにより、自由に角度を変更できます。

Ｄ，Ｆ：ノブをゆるめることにより、３６０°回転可能です。

� フード

―15―



⑨ 仕 様（つづき）

9.２ 外形寸法図（つづき）

� ファン

� フィルタ
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◆ 保 証 書

（別に添付しております。）

保証書は必ず内容をよくお

読みの上、大切に保管して

ください。

なお、保証登録票は必要事

項をご記入の上、必ず弊社

までご返却ください。

◆ 修理を依頼されるとき

1. ⑦項の「メンテナンスと故

障修理」に従って調べて

ください。

2. 修理のご用命は、ダイヘン

テクノスの各サービスセ

ンターにご連絡ください。

3.連絡していただきたい内容

・ご住所・ご氏名・電話番号

・形式

・製造番号

・故障または異常の

詳しい内容

・形式、製造番号は本体のこの

部分に表示されています。

⑩ アフターサービスについて

―17―
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